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一
　
序
 ―
―
 本
稿
の
課
題
と
目
的

　
本
稿
は
、
平
成
一
八
年
八
月
末
現
在
、
国
会
に
お
い
て
継
続
審
議
扱
い
と
な
っ
て
い
る
信
託
法
案
（
第
一
六
四
回
国
会
内
閣
提
出
法
案
八

三
号
。
以
下
、「
改
正
法
案
」
と
い
い
、
現
在
の
信
託
法
（
大
正
一
一
年
法
六
二
号
）
を
「
現
行
法
」
と
い
う
）
の
特
徴
と
問
題
点
と
に
つ

い
て
、
主
と
し
て
理
論
的
観
点
か
ら
、
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
改
正
法
案
は
、
大
正
一
一
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
法
を
、
条
文
の
数
か
ら
重
要
規
定
の
内
容
、
さ
ら
に
は
条
文
の
表
記

一

改
正
信
託
法
案
の
特
徴
と
問
題
点
（
星
野
）

改
正
信
託
法
案
の
特
徴
と
問
題
点

星
　
野
　
　
　
豊

論
　
説



に
到
る
ま
で
抜
本
的
に
改
正
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
信
託
銀
行
に
代
表
さ
れ
る
実
務
に
対
し
て
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
界
及
び
実
務
界
の
双
方
か
ら
、
強
い
期
待
と
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い 

。
又
、
学
界
か
ら
も
、
現
行
法
に
対

し
て
、
近
年
何
度
か
改
正
案
が
示
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ 

、
改
正
法
案
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
従
来
の
わ
が
国
に
お
け
る
信
託
に
関
す

る
議
論
の
到
達
点
と
評
価
し
て
差
し
支
え
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
後
に
詳
述
す
る
と
お
り
、
改
正
法
案
に
対
し
て
は
、
改
正
の
背
景
や
理
論
的
方
向
性
に
関
し
て
も
、
又
、
具
体
的
な
法

案
の
内
容
に
関
し
て
も
、
な
お
検
討
を
要
す
る
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
改
正
法
案
の
骨
格
を
成
し
て
い
る
理
論
的
観
点
に
つ

い
て
は
、
実
務
上
の
事
案
解
決
に
際
し
て
も
、
相
当
重
要
な
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
改
正
法
案
は
、
今
後

国
会
で
審
議
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
過
程
で
議
論
が
行
わ
れ
る
中
で
、
現
時
点
に
お
け
る
法
案
と
異
な
る
内
容
の
も
の
が
可
決
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
国
会
で
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
信
託
に
関
す
る
理
論
的
観
点
か
ら
体
系
的
に
導

か
れ
る
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
翻
っ
て
改
正
法
案
が
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
理
論
的
観
点
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討

を
加
え
て
お
く
こ
と
は
、
十
分
意
味
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ 

。

　
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
改
正
法
案
の
理
論
的
特
徴
と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
問
題
点
と
に
つ
い
て
分
析
し
、
併
せ

て
、
改
正
法
に
対
す
る
信
託
法
理
論
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
、
現
行
法
を
改
正
す
べ
き
理
由
と
改
正
の
基
本
方
針
と
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
い
く
か
の
理
論
的
観
点
に
基
づ
き
、

一
般
的
に
検
討
を
加
え
た
後
（
二
）、
改
正
法
案
の
体
系
及
び
規
定
の
内
容
を
分
析
し
、
改
正
法
案
が
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
理
論

的
観
点
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
う
る
問
題
点
と
を
指
摘
す
る
（
三
）。
そ
の
う
え
で
、
改
正
法
案
が
成
立
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
に
お
け
る
改
正
信
託
法
に
対
す
る
理
論
的
解
釈
の
必
要
性
と
、
信
託
法
理
論
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
四
）。

（
１
）る

（
２
）り

（
３
）る

二
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（
１
） 

信
託
法
改
正
に
直
接
関
わ
る
議
論
と
し
て
、
折
原
誠
「
内
外
の
信
託
法
改
正
動
向
と
わ
が
国
に
お
け
る
改
正
の
方
向
」
信
託
法
研
究
二
九
号
三
頁

（
二
〇
〇
四
年
）、
神
田
秀
樹
「
講
演
・
わ
が
国
信
託
制
度
の
将
来
」
信
託
二
二
二
号
六
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
寺
本
昌
広
「「
信
託
法
改
正
要
綱
試
案
」

の
概
要
」
信
託
二
二
三
号
四
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
能
見
善
久
「
信
託
法
改
正
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
」
信
託
二
二
三
号
二
二
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、

田
中
和
明
「
信
託
法
改
正
と
信
託
実
務
」
信
託
二
二
三
号
四
一
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
井
上
聡
「
信
託
を
め
ぐ
る
制
度
改
正
の
動
向
（
上
）（
中
）

（
下
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
一
一
号
二
二
頁
、
八
一
三
号
六
一
頁
、
八
一
四
号
三
四
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
中
田
裕
康
「
信
託
法
改
正
要
綱
の
意
義
」
信
託
二
二

六
号
一
〇
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
２
） 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
信
託
法
改
正
の
基
本
問
題
」
私
法
四
七
号
三
頁
（
一
九
八
五
年
）、
鴻
常
夫
編
『
商
事
信

託
法
制
』（
一
九
九
八
年
）、
商
事
信
託
研
究
会
編
『
商
事
信
託
法
の
研
究
』（
二
〇
〇
一
年
）、
信
託
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
信
託
法
改
正
の
論
点
」

信
託
法
研
究
三
〇
号
一
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。
但
し
、
提
唱
し
て
い
る
信
託
法
改
正
の
目
的
や
必
要
性
、
さ
ら
に
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
議
論
ご
と
に
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

（
３
） 

こ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
以
前
私
が
行
っ
た
、
現
行
法
に
関
す
る
様
々
な
局
面
に
関
し
て
、
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
と
信
託
法
の

解
釈
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
議
論
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
星
野
豊
『
信
託
法
理
論
の
形
成
と
応
用
』（
二

〇
〇
四
年
）
二
一
二
頁
以
下
参
照
。
以
下
、
同
書
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、「
星
野
・
信
託
法
理
論
」
と
略
し
て
引
用
す
る
。

二
　
信
託
法
改
正
の
理
論
的
方
向
性

　
現
行
法
は
、
大
正
一
一
年
制
定
以
来
、
約
八
〇
年
に
わ
た
っ
て
実
質
的
な
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
こ
の
こ
と
自
体
が
、
改
正

の
必
要
性
を
基
礎
づ
け
る
理
由
と
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
現
行
法
が
現
在
生
じ
て
い
る
理
論
上
実
務
上
の
問
題
点
に
対
し

て
、
一
つ
の
適
切
な
解
決
指
針
と
な
っ
て
い
る
限
り
、
現
行
法
が
何
時
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
か
否
か
は
、
全
く
問

三

改
正
信
託
法
案
の
特
徴
と
問
題
点
（
星
野
）



題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ 

。
従
っ
て
、
現
行
法
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
理
由
と
し
て
は
、
要
す
る
に
、
現
行
法
の
内
容

が
理
論
上
及
び
実
務
上
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
の
見
解
が
生
じ
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
理
論
的
な
立
場
と
し
て
は
、

次
に
掲
げ
る
三
つ
の
考
え
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
個
々
の
信
託
関
係
の
目
的
や
関
係
当
事
者
の
利
害
状
況
が
様
々
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
現
行
法
の
規
定
が
個
々
の
状
況
に
柔

軟
に
対
処
で
き
な
い
「
硬
直
的
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し 

、
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
要
す

る
に
、
現
行
法
の
規
定
が
当
事
者
の
自
由
な
合
意
形
成
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
究
極
的

な
「
改
正
」
と
し
て
は
、
現
行
法
の
規
定
を
全
廃
し
、
関
係
形
成
の
一
切
を
当
事
者
の
自
由
な
合
意
に
委
ね
、
違
法
な
関
係
や
公
序
良
俗
違

反
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
一
般
条
項
を
以
て
対
処
す
れ
ば
足
り
る
、
と
の
主
張
に
辿
り
付
く
こ
と
と
な 

。
も
っ
と
も
、
現
行
法
の

存
在
を
前
提
と
す
る
信
託
関
係
が
既
に
多
数
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
信
託
法
を
完
全
に
廃
止
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

実
務
上
の
混
乱
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
、
よ
り
現
実
的
な
「
改
正
」
と
し
て
は
、
現
行
法
の
規
定
の
う
ち
、
当
事
者
の
置
か
れ
う
る
多
様
な
利

害
状
況
に
適
し
な
い
と
思
わ
れ
る
規 

を
任
意
規
定
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
と
な 

。
な
お
、
信
託
の
基
本
構
造
と
の
関
係

で
は
、
こ
の
立
場
は
、
信
託
設
定
時
に
お
け
る
委
託
者
と
受
託
者
と
の
合
意
内
容
を
以
て
解
釈
の
基
本
的
指
針
と
し
、
当
事
者
間
の
合
意
に

基
づ
く
信
頼
関
係
を
信
託
の
理
論
的
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
方
で
あ
る
か
ら
、
債
権
説
に
相
当
親
和
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 

。

　
第
二
に
、
現
行
の
信
託
実
務
に
お
け
る
信
託
財
産
の
取
扱
と
し
て
、
各
信
託
財
産
が
各
々
実
質
的
な
独
立
性
を
有
し
て
い
る
と
評
価
で
き

る
こ
と
に
着
目
し
、
現
行
法
に
お
い
て
受
託
者
が
信
託
財
産
の
所
有
権
等
を
有
す
る
と
す
る
債
権
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
信
託
財

産
の
独
立
性
を
実
質
的
に
妨
げ
る
要
因
で
あ
る
と
し
て
、
改
正
を
主
張
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
要
す
る
に
、
同
一
の
受
託
者
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
信
託
財
産
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
財
産
に
各
々
実
質
的
な
独
立
性
が
あ
る
と
し
、
信
託
財
産
に
関
す
る
法
律
関
係

を
個
々
の
信
託
財
産
ご
と
に
完
結
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
信
託
に
関
す
る
法
律
関
係

（
４
）る

（
５
）て

（
６
）る

（
７
）定

（
８
）る

（
９
）る 四

筑
波
法
政
第
四
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一
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（
二
〇
〇
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の
解
釈
を
、
会
社
等
の
法
人
の
解
釈
と
限
り
な
く
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
最
終
的
に
は
、
個
々
の
信
託
財
産
に
各
々
法
主
体
性
を

認
め
て
法
人
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
辿
り
付
く
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
立
場
の
考
え
る
「
信
託
法
」
は
、
信
託
目
的
が
利
益
追
求

か
そ
れ
以
外
か
に
よ
っ
て
、
会
社
法
あ
る
い
は
一
般
法
人
法
の
特
別
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
会
社
法
あ
る
い
は
一
般

法
人
法
に
お
け
る
解
釈
や
規
制
と
の
均
衡
を
さ
ら
に
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
信
託
法
」
と
し
て
独
立
さ
せ
て
お
く
理
論
的
な
必
要
性
自

体
が
そ
も
そ
も
な
く
、
信
託
目
的
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会
社
法
及
び
一
般
法
人
法
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
究
極
の
「
信
託
法
改

正
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
第
一
の
立
場
に
つ
い
て
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
行
法
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
実
務
上
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
現
実
的
な
改
正
と
し
て
は
、
信
託
目
的
に
よ
り
信
託
法
の
体
系
を
大
き
く
分 

、
利
益
追
求
目
的

の
信
託
と
そ
れ
以
外
の
目
的
の
信
託
と
に
つ
い
て
、
各
々
適
用
さ
れ
る
規
定
や
解
釈
基
準
を
明
確
に
分
離
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ

と
と
な
る
。
な
お
、
信
託
の
基
本
構
造
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
立
場
は
、
信
託
財
産
の
独
立
性
を
議
論
の
中
心
に
据
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
信
託
財
産
実
質
法
主
体
性
説
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
拠
す
る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

　
第
三
に
、
信
託
は
構
造
上
財
産
の
管
理
権
限
が
受
託
者
に
集
中
し
、
受
託
者
が
対
外
的
に
信
託
財
産
の
管
理
に
つ
い
て
代
表
す
る
地
位
に

あ
る
以
上
、
受
託
者
に
よ
る
権
限
濫
用
等
の
危
険
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
に
加
え
、
一
般
に
は
受
益
者
と
比
べ
て
受
託
者
の
方
が
財
産
の
管

理
能
力
や
交
渉
力
が
長
け
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
、
信
託
関
係
の
内
容
を
当
事
者
の
自
由
な
合
意
の
み
に
任
せ
て
お
く
と
、
交
渉

力
の
弱
い
受
益
者
や
第
三
者
に
対
し
て
不
測
の
損
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
、
現
行
法
の
規
定
は
受
託
者
の
権
限
濫
用
等
の
弊
害
を

十
分
防
止
で
き
な
い
「
概
括
的
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
要
す

る
に
、
受
託
者
と
受
益
者
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
強
者
」
対
「
弱
者
」
と
位
置
づ
け
、
受
託
者
の
権
限
濫
用
等
か
ら
い
か
に
受
益
者
の
利
益
を

擁
護
す
べ
き
か
を
議
論
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
法
に
対
す
る
改
正
と
し
て
は
、
受
託
者
に
様
々
な
義
務
と
責
任
を
負
わ
せ

る
と
共
に
、
受
益
者
の
権
利
を
限
り
な
く
受
益
者
が
信
託
財
産
に
関
す
る
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
と
同
程
度
ま
で
に
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

（
　
）
１０け
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あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
「
改
正
」
の
具
体
的
な
方
法
は
、
個
々
の
局
面
に
お
け
る
受
託
者
の
義
務
と
受
益
者
の
権
利
の
内

容
と
を
明
文
で
規
定
す
る
こ
と
が
、
関
係
当
事
者
の
権
利
を
明
確
化
し
、
受
益
者
に
よ
る
受
託
者
に
対
す
る
監
督
等
に
係
る
判
断
が
事
実
上

容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
し
て
、
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き 

。
な
お
、
こ
の
立
場
は
、
受
益
者
の
権
利
を
受
託
者
と
の

関
係
で
擁
護
し
よ
う
と
す
る
に
際
し
、
現
行
法
の
条
文
上
、
受
益
者
が
信
託
財
産
に
関
し
て
所
有
権
等
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視

し
、
受
益
権
を
以
て
限
り
な
く
信
託
財
産
の
所
有
権
に
近
づ
け
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
物
権
説
（
受
益
者
実
質
所
有
権

説
）
に
親
和
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
三
の
立
場
は
、
理
論
的
に
は
さ
ら
に
大
き
な
問
題
を
内
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、

受
益
者
が
信
託
財
産
に
関
し
て
所
有
権
を
有
せ
ず
、
受
託
者
の
権
限
濫
用
等
に
よ
る
不
利
益
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
議
論
の
出
発
点
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
究
極
的
な
対
処
と
し
て
は
、
か
か
る
関
係
に
お
い
て
受
益
者
に
信
託
財
産
の

「
所
有
権
」
を
認
め
、
信
託
関
係
の
存
在
自
体
を
法
律
上
否
認
し
て
し
ま
え
ば
足
り
る
、
と
い
う
議
論
が
成
り
立
ち
う
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な
改
正
の
基
本
方
針
は
、
他
の
立
場
と
の
対
比
で
言
え
ば
む
し
ろ
現
実
的
な
改
正
方
法
で
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
導

か
れ
る
究
極
の
「
信
託
法
改
正
」
は
、
要
す
る
に
信
託
の
存
在
を
現
行
法
体
系
に
お
い
て
一
切
認
め
な
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ 

。

　
又
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
立
場
が
前
提
と
し
て
い
る
、
受
託
者
と
受
益
者
と
の
関
係
を
以
て
、「
強
者
」
対
「
弱
者
」
と
捉
え
る
発
想
に
つ

い
て
は
、
管
理
権
限
の
有
無
と
管
理
能
力
の
有
無
と
が
理
論
的
に
連
動
す
る
も
の
で
な
い
以
上
、
こ
の
議
論
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
「
信
託

関
係
」
が
、
受
益
者
が
管
理
権
限
は
も
と
よ
り
管
理
能
力
も
な
い
、
と
い
う
状
況
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、

受
益
者
が
実
質
的
に
受
託
者
に
対
し
て
信
託
財
産
の
管
理
処
分
に
関
す
る
指
図
を
行
い
、
管
理
権
限
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
三
者
に

対
す
る
責
任
を
免
れ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
状
況 

、
こ
の
議
論
で
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
現
行
の
信
託
実
務
に
対
し
て

幅
広
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
信
託
法
の
解
釈
理
念
と
し
て
は
、
や
や
視
野
が
狭
い
感
が
否
め
な
い
。

（
　
）
１１る

（
　
）
１２る

（
　
）
１３は
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さ
ら
に
、
こ
の
議
論
の
主
張
す
る
改
正
の
方
向
と
し
て
の
「
受
益
者
が
信
託
財
産
に
関
す
る
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
と
同
程
度
ま
で
高
め

る
」
こ
と
の
実
質
的
意
味
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
信
託
違
反
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
の
、
第
三
者
の
利
益
と
受
益
者
の
利
益
が
衝
突

す
る
局
面
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
議
論
で
は
、
受
益
者
が
第
三
者
に
対
し
て
信
託
財
産
に
関
す
る
権
利
主
張
を

行
う
こ
と
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、「
受
益
者
が
信
託
財
産
に
関
し
て
所
有
権
を
有
す
る
」
こ
と
の
効
果
と
し
て
、
第
三
者
に
対

す
る
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
に
立
た
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
等
は
、
ほ
と
ん
ど
想
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ 

。
こ
の
よ
う
に
、
受

益
権
を
以
て
信
託
財
産
の
実
質
所
有
権
と
位
置
づ
け
る
理
論
構
成
は
、
弱
者
と
し
て
の
受
益
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、

伝
統
的
に
信
託
法
学
界
で
理
解
さ
れ
て
き
た
観
点
で
あ
る 

、
こ
の
観
点
か
ら
導
か
れ
る
議
論
が
果
た
し
て
受
益
者
の
権
利
を
「
高
め
」、

あ
る
い
は
そ
の
利
益
を
「
擁
護
」
し
て
い
る
と
言
え
る
か
は
、
か
な
り
疑
問
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
信
託
法
改
正
に
つ
い
て
理
論
的
に
検
討
し
て
い
く
と
、
現
行
法
を
改
正
す
る
に
際
し
て
ど
の
よ
う

な
理
論
的
観
点
に
立
つ
か
に
関
わ
ら
ず
、
究
極
の
「
信
託
法
改
正
」
は
、
信
託
法
自
体
の
全
廃
、
消
滅
、
あ
る
い
は
信
託
関
係
自
体
の
禁

止
、
否
認
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
、
そ
こ
ま
で
理
論
的
に
徹
底
し
な
い
現
実
的
な
改
正
を
行
お
う
と
し
た
場
合
で
も
、
ど
の
よ
う
な
理
論

的
観
点
に
立
つ
か
に
よ
っ
て
、
現
行
法
に
対
す
る
改
正
の
必
要
性
や
改
正
の
基
本
方
針
は
、
大
幅
に
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
従
っ
て
、
独
立
の
法
律
と
し
て
の
信
託
法
の
存
在
意
義
を
理
論
的
に
示
す
た
め
に
は
、
他
の
法
理
な
い
し
制
度
で
は
導
け
な
い
よ
う
な

信
託
の
理
論
的
独
自 

を
前
提
と
し
た
法
律
を
、
可
能
な
限
り
模
索
す
る
ほ
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
上
述
し
た
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
は
、
ど
れ
か
一
つ
の
観
点
が
他
の
観
点
に
比
べ
て
常
に
理
論
的
に
優
位
性
を

保
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
、
現
実
に
存
在
す
る
法
律
関
係
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
複
数
の
観
点
が
か
な
り
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い

る
状
況
に
あ 

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
改
正
法
案
を
評
価
す
る
に
際
し
て
も
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
理
論
的
観
点
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
点
に
信
託
の
理
論
的
独
自
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
を
、
理
論
的
に
検

（
　
）
１４る

（
　
）
１５が

（
　
）
１６性

（
　
）
１７る
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討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
以
下
で
は
項
を
改
め
、
改
正
法
案
の
体
系
や
条
文
に
つ
い
て
、
上
記
の
理
論
的
観
点
か
ら
の
分
析
検
討
を
試
み
る
。

（
４
） 

仮
に
、
取
引
実
務
に
密
接
に
関
わ
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
化
に
適
宜
対
応
し
て
現
行
法
令
を
見
直
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
一
般
論

を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
正
法
案
に
つ
い
て
も
一
定
期
間
を
置
い
て
内
容
を
見
直
す
旨
の
時
限
立
法
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。

（
５
） 

こ
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
現
行
法
の
代
表
的
な
条
文
は
、
一
七
条
の
相
殺
禁
止
規
定
と
忠
実
義
務
の
具
体
的
規
定
と
さ
れ
る
二
二
条
の

利
益
相
反
禁
止
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
６
） 

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
立
場
は
、
信
託
を
以
て
、
受
益
者
の
た
め
に
形
成
さ
れ
る
第
三
者
契
約
の
要
素
と
、
財
産
管
理
に
関
す
る
権
限
委
託
契
約

の
合
体
で
あ
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
り
、
解
釈
が
必
要
な
局
面
に
つ
い
て
は
、
適
宜
民
法
の
第
三
者
契
約
な
り
代
理
な
り
委
任
な
り
の
規
定
を
類
推

適
用
す
れ
ば
足
り
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
独
立
の
単
行
法
を
必
要
と
す
る
も
の
で
な
い
、
と
の
考
え
方
に
結
び
付
く
わ
け
で
あ
る
。

（
７
） 

受
益
者
や
信
託
財
産
の
「
利
益
」
の
捉
え
方
に
も
よ
る
が
、
場
合
に
よ
り
受
益
者
や
信
託
財
産
の
利
益
に
反
す
る
結
果
を
導
き
か
ね
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
は
、
前
述
し
た
一
七
条
の
相
殺
禁
止
規
定
と
、
二
二
条
に
関
連
す
る
利
益
相
反
禁
止
規
定
が
あ
る
。
具
体
的
な
問
題
点

と
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
信
託
法
理
論
二
四
〇
頁
以
下
参
照
。

（
８
） 

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
要
す
る
に
、
信
託
を
「
典
型
契
約
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
民
法
の
特
別
法
で
あ
る
「
信
託
法
」
に
規
定
し
て
お

く
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

（
９
） 

信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
信
託
法
理
論
一
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
　
） 

場
合
に
よ
っ
て
は
、「
民
事
信
託
法
」
と
「
商
事
信
託
法
」
と
を
独
立
の
法
律
と
し
て
制
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
法
人
法
、
会
社
法
の
特

１０
別
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
法
体
系
全
体
の
整
合
か
ら
す
れ
ば
望
ま
し
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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（
　
） 

か
つ
、
こ
の
よ
う
に
明
確
化
さ
れ
た
規
定
は
、
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
っ
て
内
容
を
容
易
に
変
更
さ
れ
な
い
こ
と
が
一
般
に
は
望
ま
し
い
わ
け
で

１１
あ
る
が
、
同
時
に
、
受
益
者
の
利
益
を
図
る
た
め
に
一
定
の
柔
軟
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
必
要
で
あ
る
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
受
益
者

の
利
益
の
た
め
に
の
み
変
更
で
き
る
と
す
る
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
が
、
最
も
望
ま
し
い
こ
と
と
な
る
。

（
　
） 

従
っ
て
、
信
託
法
は
当
然
全
廃
す
べ
き
で
あ
り
、
敢
え
て
法
制
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
信
託
の
設
定
を
法
律
上
禁
止
し
、
あ
る
い
は
受
益
者
が
信

１２
託
財
産
を
有
す
る
も
の
と
し
て
否
認
す
る
こ
と
を
明
文
で
規
定
す
る
「
信
託
法
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
　
） 

こ
の
問
題
点
の
解
決
に
関
す
る
一
つ
の
理
論
構
成
の
試
み
と
し
て
、
星
野
豊
「「
信
託
関
係
」
に
お
け
る
「
受
益
者
」
の
責
任
（
一
）
～
（
三
・

１３
完
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
七
三
号
一
〇
頁
、
六
七
四
号
四
七
頁
、
六
七
五
号
五
二
頁
（
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
　
） 

議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
信
託
法
理
論
三
〇
二
頁
以
下
参
照
。

１４
（
　
） 

こ
の
観
点
の
背
景
に
は
、
民
法
体
系
に
お
け
る
所
有
権
を
「
完
全
権
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
民
法
学
の
伝
統
的
な
考
え
方
が
、
大
き
く
影
響

１５
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
　
） 

私
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
信
託
の
目
的
拘
束
性
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
い
く
つ
か
の
理
論

１６
的
観
点
に
共
通
す
る
部
分
を
抽
出
し
た
結
果
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
観
点
を
以
て
信
託
の
独
自
性
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
論
証
で
き
る

ま
で
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
星
野
・
信
託
法
理
論
三
二
四
頁
参
照
。

（
　
） 

こ
の
た
め
、
現
行
法
の
よ
う
に
明
確
に
一
つ
の
理
論
構
成
を
採
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
は
、
常
に
議

１７
論
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

三
　
改
正
信
託
法
案
の
特
徴
と
問
題
点

　
改
正
法
案
は
、
一
三
章
立
て
、
総
条
文
数
二
七
一
カ
条
の
、
か
な
り
大
部
な
法
案
で
あ
る
。
全
一
三
章
の
う
ち
、
一
章
か
ら
七
章
ま
で
の

九

改
正
信
託
法
案
の
特
徴
と
問
題
点
（
星
野
）



一
八
四
カ
条
が
信
託
の
一
般
論
に
関
す
る
部
分
、
八
章
か
ら
一
一
章
ま
で
が
改
正
法
案
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
特
定
の
信
託
関
係
に
関
す
る

特
例
を
規
定
し
た
部
分
、
一
二
章
及
び
一
三
章
が
雑
則
及
び
罰
則
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
法
の
う
ち
、
六
六
条
以
下
の
公
益
信
託
に

関
す
る
規
定
は
、
現
行
法
を
「
公
益
信
託
法
」
と
改
正
し
て
効
力
が
存
続
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い 

。
こ
れ
は
、
条
文
数
だ
け
を
単
純
に
比

較
し
て
も
、
現
行
法
の
七
五
カ
条
（
う
ち
、
今
回
の
改
正
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
私
益
信
託
の
部
分
は
六
五
カ
条
）
に
対
し
て
実
質
約
四

倍
、
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
信
託
の
一
般
論
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
見
て
も
、
一
八
四
カ
条
と
約
三
倍
の
分
量
で
あ
る
。

　
改
正
法
案
が
現
行
法
と
比
べ
て
条
文
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
原
因
は
、
要
す
る
に
、
規
定
の
内
容
が
詳
細
に
な
っ
た
部
分
が
多
く
、

新
設
さ
れ
た
条
文
も
多
数
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
は
、
条
文
数
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
条
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
現
行
法

が
重
要
条
文
を
含
め
て
極
め
て
簡
潔
な
書
か
れ
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
改
正
法
案
の
規
定
は
対
象
と
な
る
状
況
を
か
な
り
詳
細
に
定
義
し
つ

つ
、
個
々
の
局
面
に
対
し
て
、
法
律
と
し
て
の
解
決
を
具
体
的
に
指
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
具
体
的
な
局
面
を
挙
げ
る
と
、
三
〇
条
か
ら
三
二
条
ま
で
の
忠
実
義
務
に
関
す
る
規
定
は
、
現
行
法
で
は
、
二
二
条
で
具
体
的

な
禁
止
行
為
が
明
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
改
正
法
案
で
は
、
忠
実
義
務
の
一
般
原
則
を
三
〇
条
で
宣
明
す
る
に
留
ま
ら

ず
、
忠
実
義
務
違
反
と
さ
れ
る
具
体
的
な
状
況
の
一
つ
で
あ
る
利
益
相
反
行
為
（
三
一
条
）
及
び
、
利
益
取
得
行
為
な
い
し
第
三
者
図
利
行

為
（
三
二
条
）
に
つ
い
て
、
禁
止
な
い
し
制
限
さ
れ
る
具
体
的
な
行
為
態
様
、
免
責
要
件
、
免
責
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
、
免
責
さ
れ

な
い
行
為
の
効
果
に
到
る
ま
で
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
又
、
三
六
条
か
ら
三
九
条
ま
で
の
信
託
財
産
に
関
す
る
情
報
開
示
義
務
に
つ
い

て
も
、
現
行
法
で
は
、
三
九
条
及
び
四
〇
条
で
情
報
開
示
請
求
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
改
正
法
案
で

は
、
開
示
の
請
求
理
由
か
ら
請
求
方
法
、
開
示
が
拒
絶
可
能
な
要
件
の
範
囲
に
到
る
ま
で
が
、
局
面
ご
と
に
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

や
や
皮
肉
め
い
た
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
全
て
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
通
常
の
文
章
と
し
て
書
き
下
せ
ば
、
信
託
法
の
教
科
書
が
ほ
ぼ
出
来

上
が
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
分
量
の
規
定
を
、
改
正
法
案
は
有
し
て
い
る
の
で
あ 

。

（
　
）
１８る

（
　
）
１９る
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〇
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改
正
法
案
の
う
ち
、
特
に
条
文
の
数
と
具
体
的
内
容
と
の
増
加
が
著
し
い
部
分
と
し
て
は
、
受
託
者
の
義
務
及
び
責
任
に
関
す
る
部
分

（
三
章
二
節
か
ら
六
節
、
二
九
条
か
ら
八
七
条
ま
で
）
と
、
受
益
権
の
行
使
に
関
す
る
部
分
（
四
章
、
八
八
条
か
ら
一
四
四
条
ま
で
）
と
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
改
正
法
案
の
提
出
理
由
と
し
て
、「
受
託
者
の
義
務
、
受
益
者
の
権
利
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
」

が
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
合
致
し
て
い
る
。
他
方
、
条
文
が
新
設
さ
れ
た
部
分
と
し
て
は
、
改
正
法
案
の
提
出
理
由
に
列
挙
さ
れ

て
い
る
、
信
託
の
併
合
及
び
分
割
（
六
章
、
一
四
九
条
か
ら
一
六
二
条
ま
で
）、
委
託
者
が
自
ら
受
託
者
と
な
る
信
託
（
三
条
三
項
。
但

し
、
附
則
二
項
に
よ
り
、
こ
の
制
度
は
改
正
法
施
行
後
一
年
間
は
施
行
さ
れ
な
い
）、
受
益
証
券
発
行
信
託
（
八
章
、
一
八
五
条
か
ら
二
一

五
条
ま
で
）、
限
定
責
任
信
託
（
九
章
、
二
一
六
条
か
ら
二
四
七
条
ま
で
）、
受
益
者
の
定
め
の
な
い
信
託
（
一
一
章
、
二
五
八
条
か
ら
二
六

一
条
ま
で
）
等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
現
行
法
に
明
文
の
規
定
が
な
く
、
解
釈
が
か
な
り
複
雑
に
な
る
可
能
性
の
あ
っ
た
も
の
で
あ 

。

　
以
上
の
ほ
か
、
改
正
法
案
の
提
出
理
由
と
し
て
は
、「
国
民
に
理
解
し
や
す
い
法
制
と
す
る
た
め
に
」
現
代
用
語
表
記
（
ひ
ら
が
な
表
記
）

と
す
る
必
要
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
重
要
法
令
に
つ
い
て
近
年
順
次
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
信
託
法
の
み
を
こ
の
傾
向
に

逆
行
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
こ
の
点
は
特
に
問
題
と
な
ら
な 

。
但
し
、
条
文
を
現
代
用
語
化
す
る
こ
と
と
、
現
行
法
の
内
容
を
抜
本

的
に
改
正
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
は
も
と
よ
り
別
次
元
の
問
題
で
あ
っ
て
、
現
代
用
語
化
の
必
要
性
が
、
改
正
法
案
の
内
容
を
論
理
必
然
的

に
正
当
化
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ 

。
な
お
、
現
代
用
語
化
に
関
し
て
、
前
記
二
で
検
討
し
た
三
つ
の
立
場
か
ら
の
議
論
を

念
の
た
め
検
討
し
て
み
る
と
、
当
事
者
間
の
自
由
な
合
意
を
中
心
と
す
る
立
場
と
、
信
託
財
産
の
独
立
性
を
中
心
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
こ

の
点
は
当
該
立
場
の
主
張
の
目
的
と
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
支
持
も
不
支
持
も
し
な
い
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
の
に
対

し
、
受
益
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
現
代
用
語
化
に
よ
る
恩
恵
を
よ
り
大
き
く
受
け
る
の
は
法
律
の
条

文
に
一
般
的
に
馴
染
み
が
薄
い
と
予
測
さ
れ
る
受
益
者
側
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
望
ま
し
い
改
正
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
改
正
法
案
の
全
体
構
造
が
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
し
て
、
本
稿
の
関
心
事
で
あ
る
改
正
法
案
の
前
提
と
す
る
理
論
的
観
点
は
、
果
た
し

（
　
）
２０る

（
　
）
２１い

（
　
）
２２る
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て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
現
行
法
の
改
正
に
関
す
る
理
論
的
観
点
の
違
い
は
、

信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
の
違
い
と
あ
る
程
度
連
動
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
、
改
正
法
案
に
お
い
て
信
託
の
基
本
構
造
が
理

論
的
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
が
、
か
な
り
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
現
行
法
が
、
明
確
に
債
権

説
の
理
論
構
成
に
依
拠
し
て
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
行
法
一
条
に
お
け
る
信
託
の
定
義
や
、
条
文
に
「
債
権
」「
債
務
」
の
語
が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ 

。

　
し
か
し
な
が
ら
、
改
正
法
案
の
体
系
や
条
文
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
構
成
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か
が
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。

　
ま
ず
、
信
託
の
定
義
に
関
す
る
条
文
を
見
て
み
る
と
、
改
正
法
案
二
条
で
は
、
改
正
法
案
三
条
で
規
定
さ
れ
た
契
約
、
遺
言
、
信
託
宣
言

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
っ
て
、
受
託
者
が
一
定
の
目
的
（
受
託
者
自
身
の
利
益
を
図
る
こ
と
を
除
く
）
に
従
っ
て
信
託
財
産
の
管
理
処
分

を
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
、
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
定
義
は
、
要
す
る
に
設
定
さ
れ
た
後
の
信
託
関
係
に
お
い
て
、
受
託
者
が
信
託

目
的
に
基
づ
く
受
益
者
に
対
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か 

、
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
は
、
あ
る

意
味
ど
の
よ
う
に
で
も
考
え
ら
れ 

。

　
又
、
改
正
法
案
の
体
系
全
体
を
見
た
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
受
託
者
の
義
務
の
う
ち
、
現
行
法
二
二
条
に
関
し
て
絶
対
的
な
強
行
規
定
と

考
え
ら
れ
て
い
た
忠
実
義
務
に
つ
い
て
、
改
正
法
案
で
は
当
事
者
の
合
意
に
基
づ
く
免
責
が
相
当
程
度
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

（
三
一
条
二
項
以
下
）
や
、
現
行
法
四
一
条
で
一
般
的
に
明
定
さ
れ
て
い
た
裁
判
所
の
監
督
権
限
が
、
具
体
的
な
局
面
ご
と
の
や
や
抑
制
的

な
関
与
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
一
六
六
条
に
よ
る
信
託
の
終
了
を
命
ず
る
裁
判
な
ど
。
特
に
一
六
八
条
参
照
）、
あ
る
い
は
条
文
上
「
受
益

債
権
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
二
一
条
一
項
一
号
ほ
か
）
等
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
正
法
案
は
関
係
当
事
者
の
合
意
を
中

心
に
信
託
関
係
を
把
握
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
信
託
財
産
が
責
任
を
負
う
べ
き
法
律
関
係
の
範
囲

を
明
定
し
た
り
（
二
一
条
）、
第
三
者
に
対
す
る
責
任
の
範
囲
一
般
を
信
託
財
産
に
限
定
す
る
信
託
関
係
に
つ
い
て
規
定
を
新
設
し
た
り

（
　
）
２３る

（
　
）
２４ら

（
　
）
２５る
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（
九
章
、
二
一
六
条
以
下
）
す
る
点
を
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
正
法
案
は
信
託
財
産
の
独
立
性
を
中
心
に
信
託
関
係
を
把
握
し
て
い
る
と

評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
又
、
前
記
二
で
検
討
し
て
き
た
と
お
り
、
改
正
法
案
全
般
に
お
い
て
、
詳
細
か
つ
具
体
的
な
規
定
が
置
か

れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
改
正
の
方
法
は
理
論
的
に
は
受
益
者
の
権
利
な
い
し
利
益
を
擁
護
す
べ
き
で
あ
る
と
の

主
張
に
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
改
正
法
案
は
受
益
者
の
権
利
な
い
し
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
規
定
を
設
け
て
い
る
と
の
評
価
も
、

理
論
的
に
は
十
分
成
り
立
ち
う
る
。

　
他
方
、
改
正
法
案
が
信
託
の
独
自
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
も
、
条
文
上
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
す
な
わ

ち
、
二
条
の
定
義
の
中
に
は
、
①
三
条
で
規
定
す
る
契
約
、
遺
言
、
信
託
宣
言
に
よ
り
成
立
し
、
②
受
託
者
が
信
託
目
的
に
従
い
、
③
信
託

財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
こ
と
、
と
の
三
つ
の
要
件
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
つ
の
要
件
の
中
で
理
論
的
に
最
も
重
要
な
も
の
が
ど
れ

か
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
こ
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
な
い
し
二
つ
が
欠
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
信
託
関
係
が
成
立
す
る
の
か
否
か
、
あ

る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
法
律
関
係
に
対
し
て
信
託
法
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
案
の
条
文
か
ら
は
全
く
明

ら
か
に
な
ら
な
い
わ
け
で
あ 

。

　
こ
の
よ
う
に
、
改
正
法
案
が
ど
の
よ
う
な
信
託
の
基
本
構
造
を
前
提
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
信
託
の
理
論
的
独
自
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
改
正
法
案
が
規
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
基

本
的
な
解
釈
指
針
が
当
事
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い 

。
但
し
、
同
時
に
こ

の
こ
と
は
、
多
種
多
様
に
生
じ
て
い
る
信
託
関
係
に
対
し
て
、
裁
判
所
の
解
釈
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
妥
当
性
の
あ
る

結
論
が
柔
軟
に
導
か
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
わ
け
で
あ
り
、
結
局
、
こ
の
点
を
「
改
正
法
案
の
問
題
点
」
と

し
て
捉
え
る
べ
き
か
否
か
は
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
裁
判
所
の
解
釈
や
判
断
の
柔
軟
性
を
ど
こ
ま
で
期
待
な
い
し
は
信
頼
す
べ
き
か
、
と

い
う
法
律
学
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
点
に
対
す
る
見
解
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
正
法
案
が
裁
判
所
に
よ
る
一
般
的

（
　
）
２６る

（
　
）
２７る
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な
関
与
に
対
し
て
や
や
抑
制
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
以
上
、
信
託
関
係
の
解
釈
に
関
し
て
裁
判
所
の
解
釈
や
判
断
の
柔
軟
性
を
一
般
的
に

期
待
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
改
正
法
案
は
、
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
な
い
し
判
断
の
柔
軟
性
に
対

し
て
は
、
規
定
の
外
形
と
問
題
解
決
の
実
質
と
で
か
な
り
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
　
） 

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
（
第
一
六
四
回
国
会
内
閣
提
出
法
案
八
四
号
）
一
条
。

１８
（
　
） 

も
っ
と
も
、
条
文
で
明
示
さ
れ
た
要
件
の
中
に
は
、
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
立
証
が
相
当
困
難
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
も
の
や
（
一
一
条
七

１９
項
、
一
九
条
一
項
三
号
、
一
九
条
三
項
三
号
、
三
一
条
二
項
四
号
、
三
八
条
二
項
二
号
、
二
二
四
条
二
項
但
書
ほ
か
）、
第
三
者
と
の
法
律
関
係
が
不

安
定
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
（
二
二
条
一
項
、
二
二
四
条
ほ
か
）
も
見
受
け
ら
れ
る
。
又
、
規
定
の
分
量
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
改

正
法
案
の
条
文
の
文
言
の
中
に
は
、
主
語
の
不
明
確
な
文
章
や
（
二
八
条
二
号
、
三
二
条
一
項
柱
書
本
文
、
一
四
六
条
一
項
ほ
か
）、
表
現
が
冗
長
な

文
章
（
二
九
条
二
項
、
三
一
条
四
項
、
四
九
条
六
項
ほ
か
）、
あ
る
い
は
用
語
の
限
定
の
不
統
一
（
四
六
条
等
に
お
け
る
「
第
二
項
の
検
査
役
」）

等
、
立
法
技
術
的
な
不
備
が
多
少
目
立
つ
こ
と
も
、
併
せ
て
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
　
） 

例
え
ば
、
信
託
の
併
合
、
分
割
に
関
す
る
法
律
構
成
に
つ
い
て
、
星
野
・
信
託
法
理
論
二
二
三
頁
以
下
参
照
。

２０
（
　
） 

も
っ
と
も
、
現
行
制
度
の
下
に
お
け
る
「
法
律
の
正
文
」
は
、
厳
密
に
は
過
去
の
国
会
で
決
議
さ
れ
た
当
初
の
法
案
か
ら
改
正
法
案
の
全
て
を
総

２１
覧
す
る
必
要
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
下
で
個
々
の
法
律
を
順
次
現
代
用
語
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
混

乱
の
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
一
般
的
な
懸
念
は
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
。
法
律
の
現
代
用
語
化
が
近
年
特
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
国
民
に
理
解
し
や
す
い
」
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
る
機
械
的
処
理
が
行
い
や
す
い
」
と
い
う
点

も
事
実
上
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
し
、
法
律
の
正
文
が
縦
書
き
で
あ
っ
て
、
現
在
の
判
決
文
の
取
扱
い
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
、
近
い
将
来
問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
抜
本
的
な
改
善
方
法
と
し
て
は
、
あ
る
段
階
で
機
械
的
管
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理
の
下
に
置
か
れ
た
現
行
条
文
を
、
全
て
「
正
文
」
と
す
る
取
扱
い
に
し
て
し
ま
え
ば
良
い
わ
け
で
あ
る
が
、
確
認
作
業
に
膨
大
な
手
間
と
時
間
が

か
か
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
　
） 

実
際
、
近
時
に
お
け
る
重
要
法
令
の
現
代
用
語
化
に
お
い
て
も
、
刑
法
（
平
成
七
年
法
九
一
号
）
の
よ
う
に
条
文
の
表
記
の
み
が
現
代
用
語
化
さ

２２
れ
た
も
の
、
民
法
（
平
成
一
六
年
法
一
四
七
号
）
の
よ
う
に
表
記
を
現
代
用
語
化
す
る
と
共
に
ご
く
一
部
の
規
定
の
内
容
を
改
正
し
た
も
の
、
及

び
、
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
一
〇
九
号
）、
破
産
法
（
平
成
一
六
年
法
七
五
号
）、
会
社
法
（
平
成
一
七
年
法
八
六
号
）
の
よ
う
に
、
条
文
の
体

系
を
含
め
て
内
容
が
完
全
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る

（
　
） 

但
し
、
現
行
法
起
草
者
池
田
寅
二
郎
は
、
債
権
説
を
理
論
的
に
徹
底
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
法
体
系
に
信
託
を
整
合
的
に
位
置
づ
け
る

２３
た
め
に
最
も
適
切
な
理
論
構
成
を
、
個
々
の
局
面
ご
と
に
柔
軟
に
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
星
野
・
信
託
法
理
論
一
四
〇
頁
以
下
参
照
。

（
　
） 

そ
の
意
味
で
は
、
改
正
法
案
に
お
け
る
信
託
の
定
義
は
、
米
国
の
信
託
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
条
に
お
け
る
定
義
と
ほ
ぼ
同
じ
性
格
を
有
し
て

２４
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。cf.RESTATEM
EN
T
(3d)O
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（
　
） 

信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
の
対
立
は
、
受
託
者
が
受
益
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
義
務
の
理
論
的
性
質

２５
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
か
ら
、
改
正
法
案
に
よ
る
定
義
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
構
成
に
も
不
整
合
を
来
さ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
信
託
法
理
論

の
対
立
に
関
す
る
歴
史
的
背
景
及
び
理
論
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
信
託
法
理
論
一
章
な
い
し
三
章
参
照
。

（
　
） 

私
個
人
の
意
見
と
し
て
は
、
前
述
の
と
お
り
改
正
法
案
が
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
特
定
の
理
論
構
成
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
併
せ
考
え

２６
て
、
全
て
の
理
論
構
成
に
共
通
す
る
要
件
で
あ
る
、「
信
託
目
的
に
従
う
こ
と
」
を
さ
ら
に
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
論
証
は
将
来
の
課

題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
　
） 

も
っ
と
も
、
改
正
法
案
の
具
体
的
か
つ
詳
細
な
規
定
は
、
現
状
の
実
務
に
お
い
て
生
じ
う
る
問
題
点
を
可
能
な
限
り
予
測
し
た
結
果
で
あ
る
と
善

２７
解
で
き
る
か
ら
、
具
体
的
な
実
務
上
の
問
題
点
に
お
い
て
条
文
の
解
釈
が
直
ち
に
争
わ
れ
る
可
能
性
は
そ
れ
程
高
く
な
い
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
但

一
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し
、
こ
の
こ
と
と
、
理
論
上
の
解
釈
指
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
は
、
全
く
別
の
議
論
で
あ
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。

四
　
改
正
信
託
法
に
対
す
る
理
論
的
対
処

　
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
り
、
改
正
法
案
が
い
か
に
詳
細
か
つ
具
体
的
な
規
定
を
設
け
て
い
る
と
し
て
も
、
改
正
法
案
の

前
提
と
す
る
理
論
的
観
点
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
改
正
法
成
立
後
に
お
け
る
理
論
的
解
釈
の
必
要
性
は
、
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か

逆
に
大
き
く
な
っ
た
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
信
託
目
的
に
よ
る
拘
束
と
い
う
共
通
点
の
下
に
、
多
種
多
様
な
信
託
関
係
が
理
論
的
に
優
劣
な
く
存
在
す
る
こ
と
が
む
し
ろ

望
ま
し
い
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ 

、
改
正
法
案
が
信
託
の
基
本
構
造
に
関
し
て
特
定
の
理
論
構
成
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
し
て
、「
理
論
的
欠
陥
」
と
評
価
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
、
債
権
説
に
明
ら
か
に
依
拠
し
て
い
た
現
行
法
と
比
べ
て
、
改

正
法
案
の
下
で
は
よ
り
多
様
な
理
論
構
成
に
基
づ
く
信
託
関
係
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
肯
定
的
に
評
価
す
べ

き
で
あ 

。
但
し
、
条
文
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
問
題
状
況
が
発
生
し
、
関
係
当
事
者
間
の
合
意
の
解
釈
と
法
律
の
規
定
、
及
び
裁
判
所
に

よ
る
解
釈
な
い
し
判
断
の
柔
軟
性
と
の
三
者
の
相
互
関
係
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
法
案
に
理
論
的
な
不
安
定
さ
が
内

在
し
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ 

。

　
な
お
、
本
稿
で
指
摘
し
て
き
た
、
改
正
法
案
の
前
提
と
す
る
信
託
の
基
本
構
造
に
関
す
る
理
論
構
成
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
と
、
改
正
法
案
に

明
定
さ
れ
た
個
々
の
規
定
が
現
実
の
信
託
関
係
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
完
全
に
別
個
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
改
正
法
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
理
論
的
観
点
を
持
つ
べ
き
か
、
と
い
う
本
稿
の
問
題
関
心
と
は
別
に
、
改
正
法
案
に
よ
っ
て
現
実
の
信
託
関
係
に
つ
い
て
新
た
に
生

ず
る
結
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
、
近
い
将
来
本
格
的
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ 

。

（
　
）
２８ば

（
　
）
２９る

（
　
）
３０る

（
　
）
３１る
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（
　
） 

星
野
・
信
託
法
理
論
三
二
三－

三
二
四
頁
参
照
。

２８
（
　
） 

実
務
に
お
い
て
は
、
信
託
関
係
設
定
の
合
意
の
中
で
、
特
定
の
理
論
構
成
に
依
拠
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
あ
る
い
は
、
問
題
と
な
る
状
況

２９
ご
と
に
理
論
構
成
を
変
え
て
法
律
関
係
を
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
関
係
設
定
を
あ
る
意
味
で
曖
昧
に
し
て
お
く
こ
と
も
可
能
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
問
題
予
測
能
力
と
問
題
処
理
能
力
と
を
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
　
） 

そ
の
意
味
で
は
、
改
正
法
案
で
は
相
当
抑
制
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
信
託
が
裁
判
所
に
よ
る
「
正
義
衡
平
の
実
現
」
と
し
て
歴
史
的
に
生
成

３０
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
再
評
価
し
、
現
代
の
信
託
法
理
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を
、
改
め
て
理
論
上
実
務
上
双
方
の
観
点
か
ら
柔
軟
に
検
討
す
る
必

要
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
今
回
の
改
正
で
は
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
が
、
例
え
ば
家
族
関
係
内
部
の
財
産
管
理
関
係
に
対

し
て
信
託
法
を
適
用
す
べ
き
局
面
な
ど
で
は
、
裁
判
所
に
よ
る
柔
軟
な
判
断
が
あ
る
程
度
期
待
さ
れ
て
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
　
） 

改
正
法
案
の
規
定
で
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
観
察
で
き
る
こ
と
の
一
つ
は
、
受
託
者
が
受
益
者
あ
る
い
は
第
三
者
に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任
の
範

３１
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
定
さ
れ
る
一
方
で
、
受
託
者
が
免
責
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
誰
が
代
わ
っ
て
引
き
受
け
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
明
文
の
規
定
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
近
い
将
来
、
信
託
関
係
に
お
け
る
「
受
益
者
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
」
に

つ
い
て
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
必
要
性
が
生
ず
る
こ
と
は
、
事
実
上
避
け
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
改
正
法
案
も
、
結
局
は
現
行
法
と
同
様
、

多
種
多
様
な
信
託
関
係
を
単
一
の
法
律
で
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
信
託
目
的
の
違
い
に
基
づ
く
解
釈
の
基
本
指
針
の
違
い
を
ど
の
範
囲
ま

で
許
容
す
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
、
議
論
の
必
要
性
が
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
助
教
授
）
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